
数学Ⅱ 三角関数

第5講 三角関数⑵

例 1 ACA を斜辺とする直角三角形 AABC Aがあり, A

AC=1A である．図のように三角形 AACD A が正三角

形となるように,A 点 ADA を直線 AACA に関して ABA と反

対側にとる．条件を満たしながら三角形 AABC A が動

くとき,A 三角形 AABD Aの面積 AS Aの最大値を求めよ．
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A のとき, A sin2θ+ π

3 Aは最大値 A1 Aをとる．
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よって,A このとき AS A も最大となり, A S Aの最大値は
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例 1 のように,A 適当な角を Aθ A とおくことにより,A 三角関数を用いて図形量の最大

値や最小値を考えることができる．

問 1 例 1 において, A線分 ABDA の長さの最大値を求めよ．
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5・3 AB=  3 , A BC=1, A CA=2Aの直角三角形 AABC Aの内部に点 AP A があり, A

∠BPC=
2

3
π Aを満たして動く．また, A ∠PBC= θ A とする．

⑴ CPA の長さを Aθ Aを用いて表せ．

⑵ APAの長さの最小値を求めよ．
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5・4 平面上で,A 鋭角三角形 AOAB A を辺 AOBA に関して折り返して得られる三角形を三

角形 AOBC,A 三角形 AOBCA を辺 AOCA に関して折り返して得られる三角形を三角形 A

OCD,A 三角形 AOCD A を辺 AOD A に関して折り返して得られる三角形を三角形 AODEA

とする．三角形 AOABA と A三角形 AOBE A の面積比が A2⁚3A のとき, A sin∠AOBA の値

を求めよ．
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